
本講座は臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとして要件が満たされた場合、臨床心理士
資格認定協会へ申請予定です。　承認された場合はホームページに掲載いたします。
期　　　日 ： ２０１５年 １月３１日（土）
受講対象 ： 子どもの心理臨床に関心をお持ちの臨床心理士・臨床発達心理士・学校心理士等
（臨床経験5年未満程度の方歓迎）および大学院生など
定　　　員 ： ４５名（満員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受 講 料 ： ３,０００円（税込み）　
会　　　場 ： 明治安田こころの健康財団 ８階講義室
　　　　　　　      　 東京都豊島区高田３－１９－１０　　※詳細地図は受講証に添付いたします
　　　　　　　　       　JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分
主　　　催 ： 公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL：０３-３９８６-７０２１

	プログラム
	時　間
	テ　ー　マ
	講　師（敬称略）

	
	12：30
～14：00
	【講　　義】
子どもの心の育ちを支える臨床現場での実践例
　　　　　－ケースに応じた具体的工夫－
	明治安田こころの健康財団
すこやか育成相談室長・
臨床心理士　　　　　野並　美雪

	
	14：15
～16：15
	【ケース検討】
すこやか育成相談室における
　　　　　　　　　　　子どもと親への支援の試み
	【コメンテーター】
花クリニック　臨床心理士　　　　
田中　千穂子

	
	16：30
～18：00
	ディスカッションおよび全体のまとめ
	すこやか育成相談室　臨床心理士
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子どもの心の育ちを支える臨床現場では、ケースに応じたオーダーメイドの支援が求められます。「現場では教科書どおりにいかないから柔軟さが大切」ということもよく聞かれます。しかし、現場に出てみると、その重要さはわかっていても、具体的にどうすると良いのかわからず、難しさを感じることを、私たち心理職は数多く体験しているのではないでしょうか。


　そこで本講座では、当相談室での実践例を挙げ、ケースに応じた具体的な工夫について検討してまいります。講義では、遊びを媒体とした心理相談（プレイセラピー）において、①子どもの遊びや言動を読みとること、②心理的テーマや発達課題に応じた、遊びの中でのセラピストの関わりの工夫について取り上げます。また当相談室の特色として、遊びを媒体とした心理相談に多様な支援方法を重ね、統合的な支援を目指しています。その試みのうち、③学校など現実場面での問題を子ども本人とどのように共有することが心の育ちにつながるか、④子どもの自己理解を支える取り組み（知能検査結果の子どもへの伝え方など）についてご紹介いたします。ケース検討では、臨床現場で対応が難しいとの声を聞くことが多いケースを取り上げ、子どもと親への支援の試みを報告します。花クリニック田中千穂子先生よりコメントをいただき、ケース理解を深めるプロセスをみなさまと共有してまいりたいと考えております。また、限られた時間ではありますが、参加者のみなさまとディスカッションさせていただく機会も設けております。みなさまのご参加をお待ちしております。





【すこやか育成相談室長　　野並　美雪】








